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西 田 幾多 郎 



余 は 真宗の 家に 生れ、 余の 母 は 真宗の 信者で あるに 

拘ら ず、 余 自身 は 真宗の 信者で もなければ、 また 真宗 

しょうにん 

について 多く 知る もので もない。 ただ 上人が 在世の 

ぐと く 

時 自ら 愚 禿と 称し この 二字に 重き を 置かれた という 話 

から、 余の 知る 所 を 以て 推す と、 愚 禿の 二字 は 能く 上 

ひととな リ 

人の 為人 を 表すと 共に、 真宗の 教義 を 標榜し、 兼て 宗 

教 その 者の 本質 を 示す もので はなかろう か。 人間に は 

智者 も あり、 愚者 も あり、 徳者も あり、 不徳 者 も ある _ 

しかしい かに 大 なると も 人間の 智は 人間の 智 であり、 

人間の 徳は 人間の 徳 である。 三角形の 辺 はいかに 長く 

とも 総べての 角の 和が 二直角に 等しと いうに は 何の 変 



さけ どとう ほうはい 

らぬ。 風 号び 雲 走り、 怒濤 澎湃の 間に 立ちて、 動か ざ 

る こと 巌の 如き 日蓮 上人の 意気 は、 壮 なること は壮 

びょうぼう しずか 

であるが、 煙波 渺茫、 風静に 波動かざる 親鸞 上人の 

胸懐 はまた 何となく 奥床しい ではない か。 

(『宗祖 観』 大谷 学士 会 発行、 明治 四十 四 年 四月、 第 一 

巻) 
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